










要約 

新生児メレナの約半数は生後 0 日および 1 日にみられる。従って,新生児期のごく初期 VK

欠乏性出血に対しては,出生後の VK 投与では遅きに失する。そこで分娩時の母体の VK2 内

服による効果を調べ,次のような結果を得た。 

1)VK2 30㎎または60㎎内服後,分娩まで2時間以上の間があれば,分娩時の母体血中のVK2

は検出可能程度まで上昇する。 

2)VK2 の分娩中内服によって,新生児 HPT 値や母乳 VK2 濃度は対照群に比して,いずれも高

値を示した。 


